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日 本 鱗 区 学会 略 更 
昭和 36 年 (1961 年 ) 





昭和 20 年 (1945 年 ) 





9 月 1 日 岡田 慶 夫 日 本 鱗 麹 目 学会 (Nippon Lepidopterological Society) を 創立 , 事務 所 を 京都 市 右京 


区 財 峨 柳田 町 19 岡田 方 に お く . 





11 月 25 日 日 本 鱗 克 目 学会 会 報 (Transactions of the Nippon Lepidopterological Society) 第 1 巻 第 1 号 


(活版 B 5 版 , 26 頁 ) を 発行 , 巻頭 に 創刊 の 大 (9 月 1 日付 ) を 掲げ , 設立 の 趣旨 を 明らか 
りな る 会 則 を 掲載 , 入会 金 2 円, 会 誌 代 は 実費 清算 制 . 
9 (1946 年 ) 


に し た . 又 5 条 よ 


6 月 30 日 日 本 鱗 超 目 学会 研究 報告 (Bulletin of the Lepidopterological Society of Japan) 第 1 巻 第 1 一 
2 号 (活版 , B 5 版 , 59 頁 ) を 発行 , この 時 か ら 学 会 の 欧 名 は Lepidopterological Society of Japan と 変更 


10 月 1 日 日 本 鱗 玩 目 学会 研究 報告 第 1 巻 第 4 号 を 発行 . 以後 戦後 の 経済 混乱 が 激化 し , 学会 
化 , 会 誌 の 発行 は 不可 能 と な っ た . 
昭和 22 年 (1947 年 ) 
学会 の 活動 は ほとん ど 停 止 . 
昭和 23 年 (1948 年 ) 
6 月 15 日 一 17 日 京都 市 丸 物 百貨 店 に お いて 「 世 界 の 蝶 峨 を 探る 展覧 会 」 を 開催 . 本 会 主催 に 
会 で あっ た . 





の 経理 状況 は 興 


よる 最初 の 展覧 


7 月 13 日 一 18 日 京都 市 大 丸 百 貨 店 に お いて 京都 新聞 社 等 の 後援 に より 京都 理科 研究 会 と 共催 で 『 十 虫 展 } を 


開催 . 
昭和 24 年 (1949 年 ) 





11 月 30 日 経済 事情 は 滞 く 落 つ いて きた の で 再び 会 誌 の 発行 を 計画 , 経理 状態 を し "研究 報告 ” の 発行 は 
当分 中 止 し , "会 報 ” は 規模 を 縮 少し て 発行 する こと と し ee 日 本 鱗 超 i 2 号 (活版 
アー ト 紙 使用 , B 5 版 , 8 頁 ) を 発行 し た . 本 号 よ り 会 報 に / 蝶 と 峨 " (区 名 Butterflies and Moths) の 名 








を つけ た . 入会 金 は 物価 の 変動 に 伴い , 11 月 1 日 以降 50 円 と し , 会 報 代 は 従来 通り 実費 清算 制 と 
昭和 25 年 (1950 年 ) 
8 月 1 日 よう や く ? 蝶 と 上 / 第 1 巻 第 3 号 を 発行 . 依然 と し て 経理 状況 が 悪い た め 同 人 組織 
を 公表 し た . 同人 は 秦 由 彦 , 岡田 慶 夫 , 岡垣 弘 , 林 久男 , 塚本 圭一 の 5 名 . 
昭和 26 年 (1951 年 ) 





し た 。 


に よる 会 報 発行 


2 月 1 日 “ 蝶 と 虚 " 第 2 巻 第 1 号 を 発行 ER 行 せ ず ). 学会 
展 策 を 検討 , 従来 の や り 方 を 全面 的 に 改め る こと に な っ た . 即ち 健全 な 会 組織 に 戻る た め 同 人 組織 を 廃止 . 従 


6 の 会 誌 代 実費 清算 制 を や め , 入会 金 の 徴収 も 同時 に Nh 会 費 を 年 額 200 円 と 定 
納入 の 便宜 を 図る た め 振 奉 口 座 (京都 15914 番 ) に 加入 した. 


め た . な お 会費 


と の ょ よう に 会 費 制 と し た が , 経理 状況 が 大 幅 に 改善 され る と は 思わ れ な い の で , 幹事 か ら 特別 会 費 (月 額 500 円 ) 


の 取立 を 行う こと に な っ た . 
昭和 27 年 (1952 年 ) 
3 月 柴 谷 篤 弘 , 井上 寛 両氏 の 韓 旋 に より 東京 の 蝶 類 同志 会 と の 合同 が 提案 きれ た の で , 間 


田 慶 夫 。 岡垣 


弘 , 緒方 正美 の 3 名 が 上 京 , 国立 科学 博物 館 に お いて 戦 類 同志 会 側 と 会 談 , 会 名 は “日 本 鱗粉 日 学会 会誌 は 
々 蝶 と 峨 "とし, 会 誌 編集 は 東京 ・ 京 都 で 変 互 に 行う こと , 学会 の 経理 状況 の よく な る まで 幹事 の 特別 会 費 徴収 
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を 行う と こと な どの 申し 合せ が 成立 し た . 

4 月 岡田 詳 夫 の 図案 に よる 会 章 を 制定 , / 蝶 と 里 ” 第 3 巻 第 1 号 に 発表 し た . 

昭和 28 年 〈1953 年 ) 

2 月 事務 所 を 京都 市 下京 区 油小路 仏 光 寺 下 ル 秦 釧 彦 方 に 移し た . 

3 月 1 日 戦 類 同志 会 と の 合同 は 前 年 春の 申し 合せ に か か わら ず , 同 会 の 事情 に より 結局 白紙 に か えす こと に 
な り , 両 会 共存 の 確認 間 題 の 円 満 解 決 の た め 東 京 日 本 橋 白 木屋 に お いて 両 会 合同 の 集 談 会 を 行っ た . 

と の 件 の た め 昭 和 27 年 度 の ^ 蝶 と 交 ” は 第 3 巻 第 1 号 が 発行 さき れん た まま で あっ た の で , と の 間 題 の 解決 後 / 蝶 
と 易 " の 発行 遅延 を と り も どす べく 努力 し , 7 月 に は 第 4 号 を 発行 し て 第 3 巻 を 完結 。 つ づい て 第 4 巻 の 発行 に 
うつ っ た . 

9 月 10 日 “ 蝶 と 上 第 4 巻 第 1 号 を 発行 . この 号 より 第 1 頁 目 の タ イト ル の 体裁 を 変更 し た . 

10 月 一 1 月 学会 の 発展 の た め 会 則 の 全面 的 改正 を 行う こと に な り , 緒方 正美 起草 の 会 則 案 を 幹部 の 春田 俊 
郎 , 秦 釧 彦 , 林 久男 , 堀尾 貞 太 郎 , 井上 寛 , 井上 宗二 , 毅 瀬 太郎 , 小林 洋 , 大 浦 晃 , 緒方 正美 , 岡田 
慶 夫 , 岡垣 約 , 塚本 革 一 の 13 名 で 検討 。 11 月 15 日 27 条 より な る 新 会 則 を 決定 し , 従来 の 会 則 は 廃止 し た . 

12 月 この 月 現在 で 会 員 名 簿 を 作成 , 在籍 会 員 106 名 . 

昭和 29 年 (1954 年 ) 

2 月 " 蝶 と 蜂 " 第 4 巻 第 4 号 と と も 会員 に 新 会 則 を 送付 . 会 則 に 従い 評議 員 会 は 会 長 に 九州 大 学 農学 部 の 
江崎 恒 三 教授 を 推薦 .、 会 費 は 年 額 250 円 と な っ た . な お “ 々 蝶 と 上 補遺 と し て Recent Japanese Literature on 
Lepidoptera を 発行 , 日 本 で 発表 され た 鱗 麹 類 に 関す る 主要 女 献 の 紹介 を 行う こと に な っ た . 

3 月 11 日 会 則 第 13 条 に より 会 員 の 承認 を うけ , 江崎 恒 三 教授 の 会 長 就 任 決定 . 

4 月 11 日 西京 大 学 工学 部 (現在 京都 府立 大 学 農 学部 ) に お いて 会 長 出席 の も と に 評議 員 会 を 開催 . 1954 一 
1955 年 度 幹事 と し て 林 久男 , 堀尾 貞 太 郎 , 小林 洋 , 緒方 正美 岡田 鹿 夫 , 岡垣 弘 を 選出 , と の 年 の 秋 東 京 
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の 事務 所 を 大 阪 市 東 区 今橋 3 一 18 緒方 病院 内 に 移転 する 案 を いずれ も る 全員 一 致 で 可決 . これ に 伴い 会 則 の 一 部 
を 修正 する こと と も ゃ 決め られ た . 
つづ いて 同日 午後 , 同 所 に お いて 第 1 回 総会 を 開催 。 江崎 会 長 の / ョ ー ロ ッ パ の 鱗 次 類 研究 の 現況 と 題する 
講 尊 が あり , 終了 後 懇親 会 を 行っ た が か, 出席 者 は 25 名 で 学会 の 再 出発 に みさ わし い 盛 会 で あっ た . 

10 月 21 日 東京 都 上 時 公園 の 国立 科学 博物 館 に お いて 総会 を 開催 . 総会 は 新しい 試み と し て ? 種 以下 の カテ デ ゴ 
リー の 区 分 " に つい て の シン ポジ ウム を 行っ た . 出席 者 33 名 . 終了 後 箱根 強羅 に て 懇親 会 を 開催 . この 日 評議 員 
会 も 開き 1955 年 度 より 会 費 を 年 額 300 円 と する と と に 決定 . 

昭和 30 年 (1955 年 ) 

4 月 12 日 評議 員 会 に お いて 々 蝶 と 昌 の 欧 名 "Butterflies and MothsZ を ?Tyo To Ga/Z に 改め る と い 
う 会 長 提案 を 可決 . 第 6 巻 第 1 号 よ り と の 欧 名 を 採用 する と と に 決め た . 又 総 会 は 9 月 に 京都 で 開催 と 決定 . 

5 月 15 日 " 蝶 と 上 ” 第 6 巻 第 1 号 を 発行 . と の 号 よ り 連 絡 紙 と し て 孔 版 印 刷 の ? や どり が / を 附 す る と と と 
し , その 第 1 号 を 同時 に 発行 し た 

9 月 25 日 京都 市 平安 高等 学校 に お いて 総会 を 開催 / 和 名 に つい て / の シン ポジ ウム 及び 阪 昌浩 平 会 員 の 蝶 
の 生態 カラ ー ス ライ ド 映 学 あ り , 出席 者 25 名 , その 後 懇親 会 を 開催 し た . 

12 月 1 日 7 人 条 よ りな る 投稿 規定 を 7? や どり が 7? 第 4 号 に 公表 . な お 〆 農 と 時 々 補 道 は 経済 的 理由 に より 第 6 
巻 か ら 当 分 の 間 そ の 発行 を 中 止 す る こと と に な っ た . 

昭和 31 年 (1956 年 ) 

4 月 26 日 評議 員 会 を 開催 ( 於 京都 市 河原 町 四条 春陽 堂 )、 1956 一 1957 年 度 幹事 

井上 宗二 , 小林 洋 , 緒方 正美 , 岡垣 弘 を 選出 . 井上 寛 評議 員 提 出 の 会 員 








と し て 徐 串 彦 , 林 久男 , 
章 制定 の 案 を 可決 . 又 総 会 を 10 月 
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と 津 市 で 開催 する こと 決め た . 

10 月 7 日 三重 県 津 市 で 総会 を 開催 . 阪口 浩平 会 員 の カラ ー ス ライ ド ^ 足 船 の 渓谷 々 映写 あり , 出席 者 21 名 . 
12 月 10 日 "や どり が 7 第 8 号 発行 , 会 員 章 図案 募集 を 公表 し た . 

昭和 32 年 (1957 年 ) 

10 月 6 日 東京 都 上 野 の 国立 科学 博物 館 に お いて 総会 を 開催 源 類 同志 会 と 合同 で 白水 隆 , 井上 寛 両氏 の 
講演 を きく , 同時 に 懇親 会 る あか ね た . 出席 者 約 70 名 . 

12 月 10 日 評議 員 会 に より 次 期 会 長 と し て 江崎 悦 三 現 会 長 の 推薦 を 決定 , また 1958 一 1959 年 度 幹事 と し て 春田 
俊郎 , 秦 名 彦 , 林 久男 , 井上 宗二 , 小林 洋 , 六浦 晃 , 緒方 正美 , 白水 隆 を 選出 . 

12 月 14 日 江崎 会 長 死 去 . 

昭和 33 年 (1958 年 ) 

2 月 15 日 "“ 蝶 と 虹 ” 第 9 巻 第 1 号 を 江崎 会 長 追悼 号 と し て 発行 , 江崎 会 長 の 功 を 永久 に 記念 する た め 会 報 是 
字 に 同 会 長 の 筆 味 を 採用 する こと に し た . 

6 月 29 日 札幌 市 に お いて 北海 道 鱗 玩 目 同好 会 と 合同 座談 会 を 開催 . 

10 月 25 日 この 日 現在 の 在籍 会 員 に よっ て 名 科 を 作成 , 総会 員数 274 名 . 

昭和 34 年 (1959 年 ) 

1 月 90 日 / や どり が / 第 17 号 に お いて 会 員 章 図案 を 再 募集 . 又 毎月 1 回 (但し 10 月 及び 12 月 を 除く ) 第 4 土 
曜日 午後 に 近畿 甲虫 同好 会 と 共 傘 で 大 阪 市 立 自然 科学 博物 館 に お いて 月 例 談話 会 を 開く と と に な っ た . 

4 月 15 日 評議 員 会 に より 江崎 会 長 の 死去 以来 空席 で あっ た 会 長 に 大 阪 府立 大 学 農学 部 一 色 周知 教授 を 推 
会 員 の 承認 を 求め や る こと と に な っ た . 

6 月 1 日 一 色 周 知 教授 の 会 長 就 任 決定 . 

8 月 8 日 一 16 日 大 阪 市 高島 屋 百 貨 店 に お いて 大 阪 府 市 教育 委員 会 , 朝日 新聞 社 後援 の も と に 「 世 界 の 蝶 展 」 
を 開催 , 同 展 解説 書 及び 絵葉書 を 発行 し た . この 展覧 会 は 本 学会 主催 の も の と し て は 今 ま で に な い 大 規模 の も の 
で 好評 を 拍 し 本 学会 の 存在 を 明らか に し た 結果 , 新入 会 員 は 激増 し た . 

10 月 19 日 岡山 市 岡山 大 学 農学 部 に お いて 総会 を 開催 , 一 色 会 長 の ? 蝶 の 色彩 に つい て ” の 講演 及び 若林 守男 
会 員 撮影 の 蝶 の 生態 カテ ー ス ライ ド 映 写 が あり , 出席 者 27 名 . 

10 月 31 日 評議 員 会 に お いて 1960 年 度 会 費 を 400 円 と 決定 , 11 月 15 日 発行 の / 蝶 と 戦 ” 第 10 巻 第 4 号 に その 旨 
2 2 の 第 20 号 より タイ プ 孔 版 印 刷 と な っ た . 

12 月 31 日 評議 員 会 に より 会 則 の 一 部 を 改正 , 会 員 の 種類 に 名 準 会 長 , 名 人 准 会 員 , 賛助 会 員 を 加え て 5 種 と し , 
ON RN と を 明らか に し た . 

な お 1960 一 1961 年 度 幹事 と し て 春田 僚 郎 秦 串 彦 , 林 久男 , 井上 宗二 , 小林 洋 , 六浦 鞍 , 緒方 正美 
白水 隆 , 若林 守男 の 9 名 を 選出 . 

昭和 35 年 (1960 年 ) 

2 月 13 日 前 年 近畿 甲虫 同好 会 と 共催 で 開催 し た 月 例 談話 会 は 参加 者 少数 で 不振 で あっ た の で 本 年 か ら 本 学会 
単独 で , 例会 を 開催 する と と に し , と の 日 その 第 1 回 を 開い た . 以後 原則 と し て 場所 は 大 阪 市 立 自然 科学 博物 館 
日 は 毎月 第 2 土曜 日 に 開催 と 決め た . 

3 月 15 日 “ 蝶 と 剛 々 第 11 巻 第 1 号 及 び / や どり が 7/ 第 21 号 を 発行 . "や どり が な 本 号 か ら タ イプ 孔 版 印刷 
AH 

4 月 29 日 一 -5 月 10 日 小倉 市 小倉 玉屋 百貨 店 に お いて 北九州 昆虫 趣味 の 会 , 小倉 市 教育 委員 会 , 朝日 新聞 社 後 
援 の も と に 「 世 界 の 蝶 展 」 を 開催 した. 

6 月 1 日 本 年 は 創立 15 周 年 に あたる の で , その 記念 行事 の 予定 を この 日 発行 の / や どり が 7/ 第 22 号 に 発表 . 
と くに 国宝 玉虫 厨子 の 複製 計画 を 公表 , それ に 使用 する ヤマ ト タ マ ムン の 上 算 集 に つい て の 協力 を 求め た . 
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7 月 26 日 一 8 月 7 日 大 阪 市 高島 屋 百貨 店 に お 
部 昆虫 学 教室 , 大 阪 府 市 教育 委 E 





月 委員 会 . 


と 濾 [ Vol.XII 





いて 「 夏 休み の 昆虫 採集 展 」 を 開催 . 後援 は 大 阪 府 立 大 学 農学 


10 月 1 日 国宝 玉虫 厨子 の 複製 完成 , この 日 新聞 社 各 社 を 招き 複製 を 公開 , 完成 を 公表 し た . 又 こ の 日 ? や ど 


り が 7 第 23 号 を 発行. 
1 : 国宝 玉虫 厨子 の 複製 完成 
: 会 誌 記 念 号 の 発行 , 6 : 会 員 章 の 制定 
10 月 11 日 一 2 日 大阪 市 高島 屋 百貨 店 に お いて 
鞍 会 】 を 開催 . 大 阪 府 , 大 阪 市 教育 委員 会 大阪 
10 月 16 日 大 阪 市 田辺 製薬 株 式 会 社 5 階 講 常 ( 
誠 政 氏 の ウィーン 国 際 昆 虫 学会 の 報告 ”。 阿 江 
久 三 雄 氏 の 映画 / 母 虫 の 労働 ” の 映写 解説 が あっ 
行っ た . 出席 者 は 90 名 に 及ぶ 盛会 で あっ た . 
昭和 36 年 (1961 年 ) 


2 : 昆虫 科学 展 
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デー 
も こ 











創立 15 周 年 記念 行事 を 次 の よう K 公 


表し た 。 


覧 会 の 開催 。 3 : 記念 講演 会 の 開催 。 4 : 祝賀 懇親 会 の 開催 , 


稚 。 





っ 


7 : 記念 品 (マッ チ , 煙草 。 ハン カチ ) の 製作 . 


日 本 昆虫 学会 近畿 支部 近畿 甲 中 同好 会 と 共催 で 「 昆 虫 科学 展 

市 立 自然 科学 博物 館 の 後援 を 受け た . 

お いて 日 本 昆虫 学会 近畿 支部 と 共催 で 公開 講演 会 を 開催 。 八木 
茂 氏 の ? ア ゲハ チョ ウ 族 の 種 間 雑種 の 研究 ” の 講演 及び 岩田 

た . この あと 引き つづ き 同 所 に お いて 創立 15 周 年 祝賀 角 親 会 を 





2 月 19 日 関東 文部 が 結成 され , 第 1 回 支部 例会 が 東京 都 上 野 公園 の 国立 科学 博物 館 で 開催 され た . 支部 の 範 


囲 は 関東 地方 及び 長野 , 山梨 , 静岡 の 3 県 . この 
な つつ 7 と 。 
5 月 19 日 一 31 日 本 学会 後援 に より 東京 都銀 座 


6 月 10 日 第 15 回 関西 支部 例会 を 開催 , 次 回 よ 


た め 従 来 大 阪 で 開か れ て いる 例会 は 関西 支部 偽 会 と 呼ぶ と と に 


松屋 に お いて 西村 五郎 会 員 の 「 蝶 画展 」 が 開催 され た . 
り 前 年 に 決め た 例会 開催 の 原則 を 変更 , 開催 回 数 は ほぼ 2 ヶ月 


に 1 回 と こと, その 都度 場所 等 の 案内 を 


HH すこ と に な っ た . 








6 月 19 日 一 7 月 16 日 
(以上 本 会 役員 ) 及び 菅島 


会 伝 上 


中 華 植物 保護 学会 の 招待 を うけ , 白水 隆 , 大 浦 
泉 の 7 名 が 大 阪 伊丹 空港 より 


LR 


晃 , 緒方 正美 。 秦 各 彦 。 若林 守男 
行 は 全島 を 一 周 。 各地 の 研究 機関 





へ 出発 し た . 





7 弓 


を 訪問 見 学 し , 叉 採集 を 行い , 


7 月 14 





日 に は 人 准 大 学 に 於 いて 公開 講演 を 行っ た 後 


7 月 16 日 に 帰国 . 


7 月 1 日 在籍 会 員数 500 名 を 越す . 









































8 月 1 日 一 9 日 名 古屋 市 オリ エン タル 中 村 百 貨 店 に お いて , 名 古屋 昆虫 同好 会 , 朝日 新聞 社 と 共催 で 「 世 界 
の 昆虫 展 」 を 開催 . 交 部 省 , 県 市 教育 委員 会 の 後援 を 受け た . 

8 月 8 日 一 13 日 大 阪 市 高島 屋 百 貨 店 に て 開催 され た 「 夏 休み の 虫 展 」 を 指導 し た . 

9 月 12 日 一 17 日 人 幡 市 井筒 屋 百貨 店 に お いて 開催 の 西村 五郎 会 員 創 作 「 蝶 画展 」 を 後援 し た . 

10 月 22 日 福岡 市 九州 大 学 理学 部 防音 教室 に お いて 総会 を 開催 , 会 務 報 告 後 , 台湾 訪問 団 の 報告 ( 自 水 際 , 
六浦 葛 ) が あり , つづ いて 同 団 撮影 の 16mm ヵ ラー 映画 台湾 の 思い 出 ” が 上 映 さ れ た . 参 会 者 約 70 名 , 同日 
夜 那 之 津 荘 に お いて 懇親 会 を 開催 , 久保 快 恋 会 員 の 8 mm 映画 “琉球 に 蝶 を 訪ね て 々 を 鑑賞 し た . 出席 者 41 名 . 








な お この 日 現在 の 在籍 会 員数 は 544 名 と 報告 され た . 








12 月 10 日 評議 員 会 に お いて ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ の 生活 史 を 初め て 明らか に し た 者 に 対し 研究 奨励 の 意味 で 
賞金 1 万 円 を 贈る こと に 決め た . 

12 月 31 日 会則 の 改正 を 評議 員 会 で 決定 . 主 な る 改正 点 は (1 ) 維持 会 員 を 廃止 , 普通 会 員 を 正会員 と し , 会 
費 を 年 額 600 円 と し た と と , (2 ) 全国 を 4 地区 に 分 け , その 地区 に 属す る 正会員 中 より 評議 員 を 選出 する と と 
に し た と と で ある . この 日 現在 の 在籍 会 員数 は 583 名 . 











日 本 鱗 贅 学会 会 報 “ 蝶 と 財 " 
日 本 魚 欧 学会 
大 阪 市 東 区 今橋 3 丁目 18 緒 方 病 院 内 
振替 口座 京都 15914 番 電話 北浜 (231) 3255 代 
1962 年 8 月 20 日 


Published by 


The Lenidonterological Society of Janan 
c/o OGATA HOSPITAL No.18,3-chome 
Imabashi, Higashiku, Osaka, Japan. 
20. Aug., 1962 


NII-Electronic Library Service 





